
　初心者でも編めるスナックバスケット

　耳つぼジュエリー教室　 ～おしゃれをしながらボディメンテ～

　〒370-0002 高崎市日高町536番地2　新高尾小学校西側

　☎ 027 (362) 2931　  shintakao-kou@city.takasaki.gunma.jp

　講座への参加は新高尾公民館へ☎電話または メールで申込み

回 

覧 まなびネット
た か さ き
ホームページ

初心者でも挑戦しやすい卓上を彩るスナックバスケットをつ

くります。再生紙を利用したクラフトバンドを使ってきれいな

籠に編みこんでいきます。

［ 開催日 ］　９月２５日（金）　午前９時から午後１時

［ 会　場 ］　新高尾公民館１階 実習室

［ 定　員 ］　８人　　市内在住者

［ 費　用 ］　材料費として１人１，２００円

［ 持ち物 ］　はさみ、洗濯ばさみ、ウエットティッシュ、飲み物

［ 講　師 ］　岩崎　博子さん

病気ではないがどこか冴えない不調の日が続いたりしませんか？

耳つぼジュエリーはおしゃれを楽しみながら耳つぼを刺激することで

気になる不調に働きかけて、健康と美容をサポートします。

［ 開催日 ］　９月２８日（月）　午前１０時から１１時３０分

［ 会　場 ］　新高尾公民館２階 ホール

［ 定　員 ］　１０人　　市内在住者

［ 費　用 ］　材料費として１人１，０００円

［ 持ち物 ］　卓上鏡、眼鏡等（細かい作業があります）、筆記用具

［ 講　師 ］　矢島　智美さん（EJA耳つぼジュエリー協会認定講師） 

※ 金属・つぼによる刺激があるため金属アレルギーがある方や妊娠中の方はお控えください

　石包丁をつくって稲の穂摘みをしよう
弥生時代に始まった米作りでは、収穫の時に稲の穂先だけを石包丁で摘み

取っていました。やわらかい石（滑石）で磨製石器の石包丁をつくり、実際

に稲の穂摘みを体験してみよう。

［ 開催日 ］　１０月３日（土）　午前１０時から午後１時

［ 会　場 ］　新高尾公民館２階 ホール（石包丁づくりは屋外）

［ 定　員 ］　１０人　　小学生（３年生以下は保護者の付き添いが必要）

［ 費　用 ］　材料費として１人５００円

［ 持ち物 ］　帽子、マスク（細かい粉塵がでます）

　　　　　　　　飲み物、タオル

［ 講　師 ］　田口　正美さん

　　　　　　　　（高崎市社会教育講師、新高尾小学校元校長）



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

【貸 し 出 し】 　　月曜日　　 　　  午前１０時～正午

　 　　　　　　　　　　水・木曜日　　午後２時３０分～４時３０分 

【よみきかせ】     １2日（土）・26日（土） 午前９時３０分～11時

２ １ 日（月） 敬老の日

２２日（火） 国民の休日

２３日（水） 秋分の日

　　　　　　　　　　　　　　　 心豊かな地域づくりのための懇談会
人権が尊重される心豊かな地域をつくるために

「心豊かな地域づくりのための懇談会」を開催します。

［ 開催日 ］　１０月１６日（金）　午後３時３０分から５時

［ 会　場 ］　新高尾公民館２階 ホール

［ 定　員 ］　３０人　　市内在住者

［ 費　用 ］　無料

[ 主　催 ]　高崎市教育委員会社会教育課

●人権ワークショップ

　　　「他の人の感じ方に目を向けてみよう」

●人権啓発ビデオ視聴

　　　「君の景色を知ったとき」

●人権をテーマとした懇談会

　　　「他の人の感じ方に気づき、

　　　　 誰もが自分らしく生きられる地域社会」

図
書
室

休
館
日 「ぐんまクールシェアスポット」に登録して

います。利用時は職員へお申し出ください。

高崎市の市立公民館
は暑い時期に公共施
設などで涼しく過ごす

　　　公民館図書室に新刊入りました。

　　　　 おすすめの図書をご紹介！

『パンどろぼうとなぞのフランスパン  』
　　柴田 ケイコ 著　[KADOKAWA]

『ばけものつかい』
　　川端 誠 著　[クレヨンハウス]

数々の名作で読者を魅了した東野圭吾氏の作品や

子どもたちに人気があるシリーズの絵本が入りました。

『あなたが誰かを殺した』
　　東野 圭吾 著　[講談社]

『イン・ザ・メガチャーチ』
　　朝井 リョウ 著　[日経BPマーケティング]

紹介したもののほかにも図書ボランティアおすすめの図書や絵本に児童書など３０冊が新しく蔵書入り。

新刊コーナーや東野圭吾特選コーナーを設けてみなさんが借りに来てくれるのをお待ちしています。

障害のある人や外国人・子どもやお
年寄りなど、多くの人にとっての「当
たり前」に不便を感じる人がいると気
づくこと、そしてそれを人の力で支え
合うことの大切さを描いたドラマです。


